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東京女子医科大学看護学部研究業績基準

業績 前年度の1月1日"'-'12月31日に発行・発表されたものとする。

区E分 種類 基準

1. 1学術書 1冊の学術書を単独または連名で執筆したもの

著 分担執筆・シリーズの学術書・辞典・事典に参加

書 編集者・監修者として参加

学術書の翻訳

2. l原著論文 レフェリーシステムを有する学術誌及びそれに準ずる権威

品子.<，. ある学術誌・紀要(以下学術誌と呼ぶ)に原著として掲

術 載された論文

論 2総説 学術誌に掲載された総説・展望等

文 3症例報告 学術誌に掲載された症例報告・臨床治験・短報等

. 4研究報告 学術団体・文部省・厚生省等の研究報告書
総 5その他 学術誌に掲載された教育を目的とした専門分野の解説・講

説 座・シリーズ・特集・臨時増刊等

学術刊行物に掲載された論文・資料等

3. 1指定講演 特別講演・招聴講演・教育講演等

A子出. 2シンポ等 学会・各種学術研究会でのシンポジウム・パネルデ、イスカ

ぷzbzh ッション・ワークショップ・ラウンドテープ、ルデ、イスカ

発 ッション等に準ずるものでの発表

表 3一般講演 学会・各種学術研究会での口頭・ポスター等による発表で、

印刷物として内容が記録されたもの

4その他 セミナー・研究会・学会と無関係の講演会での発表、口演

で抄録のないもの

4. l学術関連 区分1，2に入らない学術関連分野において執筆した図書

そ 専門学術的な立場からの書評・論評

。コ 専門学術領域における座談会・対談・インタピ、ュ一等

イ也 2その他 業績として記録しておくのにふさわしいもの(視聴覚メデ

ィア・教材用ビデオ等)
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看護学部・看護短期大学教員研究業績一覧(1999年)

著書

1月
佐藤直子:I専門看護制度理論と実践第 l版J，医学書院[単著]

水野敏子 3章家族形態と社会問題老年看護学 I老年看護学概論J(奥野茂代、大西
和子編集); 101-116，贋川書庖[分担執筆]

吉尾千世子:コミュニティケアの戦略. (三友雅夫・茶谷滋監訳); 245・271 恒星社厚生閣
((John 0vretveit : I COORDINA TING COMMUNITY CAREJ ，1993)) [翻訳]

李節子:在日外国人母子のリプロダクテイブ、ヘルス/ライツ/ケア母性看護学J(堀内
成子編集); 174・179，エイド出版[分担執筆]

2月
吉尾千世子:脳出血患者の急性期・回復期 INew 疾患別看護過程の展開J(山口瑞穂子、
関口恵子監修); 411・423，学習研究社[分担執筆]

吉尾千世子:パーキンソン病患者 INew 疾患別看護過程の展開J(山口瑞穂子、関口恵
子監修); 457・463，学習研究社[分担執筆]

吉尾千世子:痴呆のある高齢患者 INew 疾患別看護過程の展開J(山口瑞穂子、関口恵
子監修); 510・521，学習研究社[分担執筆]

3月
本田芳香:老人臨床看護部門. Iひとりで学べる看護婦国家試験・問題と詳解 2000年度
版J; 922・926，責川書庖[分担執筆]

4月
内藤里永子:ターシャ・テューダーのキャラコ・ブックス(全三冊) Iパンプキン・ムー
ンシャインJIがちょうのアレキサンダーJIこぶたのドーカス・ボーカスJ[単著及び翻
訳]

6月
瀧断子:事例の展開「病みの軌跡」の理解から具体的援助へ成人看護学一慢性期J(中
西睦子監修、安酸史子編集); 111・122，建吊社[分担執筆]

川添由紀、田中美恵子:第5章コミュニケーション技法:概観. Iへノレスケアのためのコ
ミュニケーション一理論に基づいたコミュニケーション技法訓練一第 1版J(村尾誠、江
川隆子監訳); 61 ・92，贋川書庖 ((He町~A.MルM仙1
Care， FIRST EDITIONJ ， 1997)) [翻訳]

千葉和夫、野村豊子、諏訪茂樹、下垣光他:I高齢者グ‘ループケアーその理論と実際J(千
葉和夫、野村豊子、諏訪茂樹、下垣光編集)，メヂカルフレンド社[共編著]

土方浩美:股関節/進行期・末期股関節症の治療関節外科一基礎と臨床一J(樋口富士
男他)， 93・97，メデイカルビュー社[分担執筆]

7月
曾田信子、鈴木美津子:循環器系. I成人看護学 G.成人看護技術 Iフィジカノレアセス
メント初版J(氏家幸子監修、大森武子、小松浩子編集); 4ト64，贋川書庖[分担執筆]

大森武子:フィジカノレアセスメントの目的・意義. I成人看護技術 I フィジカルアセス
メントJ(氏家幸子監修、大森武子、小松浩子編集); 3・4，贋川書庖[分担執筆]

尾岸恵三子:腎・泌尿器系成人看護学 G.成人看護技術 Iフィジカルアセスメン卜」
(氏家幸子監修、大森武子、小松浩子編集); 157・184，贋川書庄[分担執筆]
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田中美恵子:精神状態.
家幸子監修，大森武子，

「成人看護学 G.成人看護技術 I フィジカルアセスメントJ(氏
小松浩子編集); 257-271，贋川書店[分担執筆]

原三紀子:急性期ー脳・神経系成人看護 G.成人看護技術 I フィジカノレアセスメント」
(氏家幸子監修、大森武子、小松浩子編集); 304・317，贋川書庖[分担執筆]

土方浩美:整形外科治療法のコツ. (北目茂他)(松野丈夫他); 17・22，全日本病院出版会
[分担執筆]

8月
大森武子:リハビリテーションの概要. I成人看護学D リハビリテーション患者の看護」
(氏家幸子監修、大森武子、泉キヨ子編集); 3・9，贋川書庖[分担執筆]

大森武子:地域リハビリテーション.I成人看護学Dリハビリテーション患者の看護J(氏
家幸子監修、大森武子、泉キヨ子編集); 161・168，贋川書店[分担執筆]

原三紀子:X1.神経・筋障害愚者(パーキンソン病患者)• I成人看護学D リハビリテーショ
ン患者の看護J(氏家幸子監修、大森武子、泉キヨ子編集); 275・300贋川書庖[分担執筆]

9月
宗像恒次、諏訪茂樹、藤崎和彦、山崎久美子(編集幹事): I保健医療行動科学事典J(日
本保健医療行動科学会監修)メヂカルフレンド社[共編著]

大森武子:経管栄養中の患者の口腔ケア「口腔ケアの ABC
132・133，医歯薬出版[分担執筆]

大森武子:出血傾向にある患者の口腔ケア「口腔ケアの ABC
137・138，医歯薬出版[分担執筆]

B5版J(河合幹他編集)・

B5版J(河合幹他編集); 

李節子:在日:外国人の保健医療福祉.I国際看護学入門J(国際看護研究会編集); 176・183，
医学書院[分担執筆]

1 0月
諏訪茂樹:介護支援専門員等に求められるコミュニケーション能力一要介護者との接し方
- Iホームヘルパー継続養成研修 最新の知識プログラムJ(長寿社会開発センター編)
: 155・167，長寿社会開発センター[分担執筆]

1 2月
土方浩美:Orthop_aedics 整形外科・問診・視診・触診のコツ
日本病院出版会[分担執筆]

(室田景久編集); 38・42，全

本田芳香:看護診断に必要なへ/レスアセスメン卜. (大石実監訳); 243・270，
Y W， ~ Patricia A. Potter: IPocket Guide to Health Assessment J Third Edition， 
訳]

医学書院M
1994.>> [翻

学術論文・総説

1月
曾田信子、諏訪さゆり、尾岸恵三子、新谷弘子、山口カネ子、山崎美貴子:高齢者の社会
参加システムとサービス活動一食事サービス活動をとおして一.老人ケア研究， 10， 48・58
[研究報告]

小川久貴子、李節子、峰岸まや子、牧団員佐美:在日外国人母子保健研究の分析一
年から 1996年の文献調査結果から .小児保健研究， 58(1)， 7ト87[原著論文]

1986 

片桐展子、
電顕観察.

片桐康雄、有井達夫:イソアワモチ類外套の筋線維の形態:厚切切片の超高圧
生理学研究所年報， 20， 226・227[研究報告]

本田芳香:北欧における尿失禁ケア.
論文]

医学のあゆみ， 188 (2)， 
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若狭紅子:危機的状況にいる新人看護婦一現状と求められる対応看護管理， 9(1)， 6・13
[その他]

2月
曾田信子:老年看護学における老年期のセクシャリティについての一考察老年者の性と
ケアに対する看護学生の態度の傾向から.看護教育， 40(2)， 120・126[研究報告]

池田寛、土方浩美、武石浩之 5年以上経過したセメントレス THAの成績と問題点.東
日本整形災害外科学会雑誌， 11，92・95[原著論文]

佐藤紀子:r知」を統合する機会としての論文指導.Quality Nursing， 5 (2)， 15・19[その
他]

長浜優子、土方浩美、梅原新英 :CTガイド下穿刺により良好な結果を得た腸腰筋内ガン
グリオン.関東整形災害外科学会雑誌， 30， 40-44 [原著論文]

3月
岩井郁子、石田昌宏、香春知永、小谷野康子、佐藤紀子、辻本好子、鳥羽克子、豊増佳子、
中木高夫、樋口範雄:医療への患者参加を促進する情報公開と従事者教育の基盤整備に関
する研究.平成 10年度厚生省政策科学推進研究事業・95[研究報告]

金子異理子:rがん患者苦悩尺度」の開発 信頼性・妥当性の検討.聖路加看護大学博士
論文，総頁 101 [その他]

上泉和子、金井 Pak雅子、佐藤紀子他:継続的看護管理教育モデ、ノレの開発.平成9・10年
度科学研究費補助金:基盤研究C(I)研究成果報告書， 1・59[研究報告]

) 11口千鶴:痘準性疾患をもっ子どもの日常生活の援助.小児看護， 22(3)， 336・340[その
他]

佐藤種子、佐藤まゆみ、水野照美、小西美ゆき、虞嶋朋子:21世紀に求められる看護大
学のあり方一本学の病院就職者の現状と就業状況の分析.千葉大学看護学部研究班調査報
告書[研究報告]

藤生君江、中野照代、菊池昭江:地域看護に関する研究 (10);保健婦学生，介護福祉士
学生の在宅介護者の自己実現に対する認識.聖隷クリストファー看護大学紀要， 7， 1・9[原
著論文]

水野敏子:東京近郊に転入したいわゆる「呼び寄せ老人」の介護者の負担感とその関連要
因の分析.お茶の水医学雑誌， 47 (1)， 23・32 [原著論文]

吉尾千世子、上見幸司:高齢者の自己決定を探求する一自己意識に焦点を当てて一.
人間科学論究， 7，常磐大学大学院学術雑誌， 197・211[総説]

李節子、中村安秀、小原ひろみ、小原はるみ、アンサリパン田中、上村瑞穂:海外に暮ら
す日本人妻の母子保健一マレーシアにおける「まじゃ会」女性と子どもの健康セミナーよ
り，チャイノレドヘルス， 2 (3)， 52・56[総説]

若狭紅子:看護婦の心のあり方.ターミナルケア， 9 (2)， 54・58[その他]

4月
岡本恵里:特集;健康レベルに応じた遊びへの援助のポイント入院中の子どもの“遊び"
と看護 ケアと援助のポイント.小児看護， 22(4)， 450・454[その他]

小川久貴子、峰岸まや子、李節子、牧田虞佐美、久米美代子:妊婦体験ジャケットを用い
た疑似体験学習.ベリネイタルケア， 18(4)， 88・93[原著論文]

勝原裕美子、金井 Pak雅子他 14名:看護基礎教育における[看護管理」の実態調査.看
護， 51(5)， 106・110[原著論文]

菊池昭江:看護専門職における自律性と職場環境および職務意識との関連;経験年数ごと
にみた比較.看護研究， 32 (2)， 2・13[原著論文]
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水野敏子:自立支援と成年後見制度.看護， 51 (5)， 78・81 [その他]

李節子:日本に生きる世界の母と子ーその母子保健.月刊ボランティア 344，12・13，[そ
の他]

5月
勝原裕美子、佐藤紀子他:看護基礎教育における「看護管理」の実態調査.看護， 51 (5) ， 
106・110[その他]

鎌田ケイ子、山本則子、本田芳香他 :通所施設の痴呆ケア全国調査.(財)ぼけ予防協会， 1-44 
[研究報告]

上泉和子、金井 Pak雅子他 6名:看護必要量測定の導入のあり方に関する研究.平成 10
年度厚生省科学研究費補助金，医療技術測定総合研究事業報告書[研究報告]

川口千鶴 :小児看護事典 重要用語 94IアイデンティテイJ.小児看護， 22 (5)， 518 [そ
の他]

川口千鶴:小児看護事典 重要用語 94I母子保健法J.小児看護， 22 (5)， 626 [その他]

竹宮敏子、高野加寿江、田中朱美、安達知子、渡辺弘美、鷲山さちえ:女子大学生の健康
教育に対する提言.第36回全国大学健康管理研究学術集会報告書， 605・608[研究報告]

日沼千尋:小児看護事典 重要用語 94IジェンダーJ.小児看護， 22 (5)， 568 [その他]

日沼千尋:小児看護事典 重要用語 94I術前訪問(術前オリエンテーション)J .小児看
護， 22 (5)， 578 [その他]

本田芳香:尿失禁のある高齢者の排尿動作阻害状況とその関連要因の分析一排尿誘導を受
けている者に焦点をあてて一.聖路加看護学会誌， 3 CI)， 33・4¥ [原著論文]

渡辺弘美、鷲山さちえ、竹宮敏子:I入学時自己健康調査Jへの評価一看護学部と医学部
新入生による結果の検討.第 36回全国大学健康管理研究学術集会報告書， 545・549[研究
報告]

6月
金井 Pak雅子:組織におけるリーダーシップとマネジメント.地域ケアリング， 1(6)，37・39
[総説]

久米美代子:新聞の妊娠・出産・育児に関する記事の数量的分析.母性衛生， 40 (2)， 
288-294 [原著論文]

久米美代子:妊娠・出産・育児に関する記事の利用状況.母性衛生.40(2)， 295・302 [原
著論文]

武石浩之、土方浩美、池田寛:進行期変形性股関節症に対する貼O の適応一細分類によ
る長期成績からの見直し東日本災害外科学会雑誌， ¥¥， 223・227[原著論文]

7月
Iijima Haruyuki: Correlative examinations of the identical sites in the thick sections (1.0・2.0μ 
11] thi~k2_ . by)ight microscopy _ and. ~igh. yo1tage transmission electron microscopy.東女医大総
合研究所紀要， 19， 179・18O.[研究報告]

臼井よし子、川添由紀:就労へ向けた真の社会復帰への支援活動 精神障害者小規模共同
作業所「ひあしんす城北j の実践から.看護， 151(9)， 118・121[その他]

片桐展子、重松康秀、島谷祐一、片桐康雄:三次元画像再構成システム oz・95によるイ
ソアワモチ背眼の繊毛型光受容細胞外節と繊毛内微小管の立体再構築.東女医大総合研究
所紀要， 19，167・168[研究報告]

上泉和子、佐藤紀子、金井 Pak雅子他 10名:現行看護管理カリキュラムの分析.日本看
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護管理学会誌， 3 (I)， 27・34[原著論文]

金子異理子:Iがん患者苦悩尺度」の開発 信頼性・妥当性の検討.聖路加看護学会誌， 3 
(1)， 25・32[原著論文]

諏訪茂樹:連載 コミュニケーション・トレーニング 1 コミュニケーション意欲を高め
るトレーニング.人材教育， 11 (7)， 64・67[その他]

田中美恵子:看護と時間と研究の接点第 18回日本看護科学学会学術集会シンポジウム
E 看護における『時~J (座長 野嶋佐由美、高田早苗)，日本看護科学会誌， 19 (2)， 20・26
[その他]

員嶋朋子:継続看護に有用な看護情報の枠組みに関する研究(予備調査).笹川医学医療
研究財団看護職員等研究報告6，45・48[研究報告]

員嶋朋子、佐藤種子:心筋梗塞患者の心理への看護介入評価方法に関する研究一日本語版
官H:.l:Ie_~rt Pa~ient Psy~ho~<?g~c. guestionnaire (HPPQ)の作成と初期段階の検討一.千葉看
護学会誌， 5(1)， 8・15.[原著回文)

8月
大森武子:ケアマネージャーに求められるもの.臨床看護， 25 (9)， 1374・1381[総説]

小笠原広実:異文化のなかで人間観・健康観・生活観を問い直す.綜合看護， 34(3)， 65・72

川口千鶴:身体計測.小児看護.22 (9)， 1040・1049[その他]

諏訪茂樹:連載 コミュニケーション・トレーニング2 コミュニケーション効果を高め
るトレーニング.人材教育， 11 (8). 66-70 [その他]

高崎絹子、 Herriet Persson、外口玉子、佐々木明子、谷口好美、水野敏子:高齢者への虐
待と支援に関する日本とスウェーデンの比較研究.ユニーベール財団調査研究報告書.7， 
217・242[研究報告]

瀧断子:高齢患者の世代交代により求められる看護の視点. ナーシングレコード. 8 (8)， 
7・1O[その他]

寺町優子:看護婦国家試験出題基準一基礎看護学.看護教育， 40 (8)， 589 [総説]

9月
諏訪茂樹:連載 コミュニケーション・トレーニング3 聴き方」トレーニング その
1.人材教育， 11 (9)， 62・66[その他]

Takakuwa.Y， Pack C・G.，X-Li An， Mannno S.， Ito E.， Kinjo M.: Fluorescence correlation 
spectroscopy analysis of the hydrophobic inter~cti<?~. of _protain 4.1 with phosphatidyl serine 
liposomes. Biophysical Chemis町1，82，149・155[原著論文]

1 0月
曾田信子:高齢者に対する術前教育のポイント.臨床看護， 25 (I 1). 1638・1644[その他]

小笠原保子、津田和美、篠聡子、長井浜江:Nutrition Support Teamにおける看護婦の役割
一当院在宅医療支援・推進部の実践からー.静脈経腸栄養， 14 (2)， 29-33 [研究報告]

諏訪茂樹:連載 コミュニケーション・トレーニング"4 聴き方J トレーニング その
2. 人材教育， 11(10)， 66・69[その他]

武石浩之、土方浩美、池田寛:寛骨臼回転骨切り術一長期成績からの適応の再検討-.Hip 
Joint， 25， 18・22[原著論文]

1 1月
梅原新英、土方浩美、金強中:Biochemical immuno-histochemical and enzyme histochemical 
analysis of iJlteiface bone and mem_brane arou!ld loose thoeaded acutabulus compornent，東京女
子医科大学学会雑誌， 69， 9・18[原著論文]
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金子虞理子:“食事療法"に関する研究の動向 日本と海外文献の比較を通して.看護技
術， 45(15)， 81・84.[総説]

諏訪茂樹:連載 コミュニケーション・トレーニング 5 協調関係を強めるトレーニン
グ.人材教育， II (l 1)， 62・66[その他]

1 2月
曾田信子、樋熊夏子、杉崎香苗、佐藤智江、高橋静子、成田伊紀、石田哲治、諏訪さゆり、
木村暢孝、寺町優子 :CABG術後患者における呼吸筋伸展体操併用運動療法プログラム
の使用経験一運動耐容能、換気機能および呼吸筋力に及ぼす影響一.東京女子医科大学
看護学部紀要， 2， 1・6[原著論文]

曾田信子、諏訪さゆり、瀧断子、吉尾千世子、水野敏子:老年期のセクシャリティに対す
る看護学生の態度と関連要因.第30回日本看護学会論文集看護教育， 24・26[研究報告]

尾岸恵三子、寺町優子、佐藤紀子、久田満、野副美樹、猪熊恭子:安楽をもたらす看護実
践に対する患者の認識一第2報東京女子医科大学看護学部紀要， 2. 15・22[資料]

川添由紀:精神分裂病圏の患者を対象とする心理教育-症状管理に焦点を当てた一対ーの
アブローチー.東京女子医科大学看護学部紀要， 2. 7・14[原著論文]

菊池昭江:看護学部 1年生の学習意欲に関する研究;学習時間および学習理解度との関
連.東京女子医科大学看護学部紀要.2. 29・34[資料]

菊池昭江:看護専門職における自律性と学生指導役割との関連.日本看護科学学会誌， 19 
(3)， 47・54[資料]

佐藤紀子:ナースとして成熟するということ一臨床判断の構成要素と段階看護学雑誌，
63(12)， 1133・1143[その他]

佐藤紀子:実習教育のあり方を見直す.看護教育， 40 (12). 1038・1040[その他]

佐藤紀子:特集「看護教育をとりまく 1年の動き」学生もチームの一員一医療現場は大き
く変わってきている一.看護教育.40 ( 12)， 1021・1023[その他]

津田和美:入院を経験した乳幼児に対する母親の受容一母親の認知的共感性の側面から
お茶の水医学雑誌， 47 (3・4合併号).117・127[原著論文]

諏訪茂樹:連載 コミュニケーション・トレーニング6 状況対応モデ、ルに基づくトレー
ニング.人材教育.11(12)，70-74[その他]

瀧断子、吉尾千世子、諏訪さゆり:老年看護学実習前後の老年者に対するイメージの変化.
東京女子医科大学看護学部紀要， 2， 35同43[資料]

寺町優子:安全入浴法.ヘルシートーク. 171， 16・20[総説]

守屋治代 :M.A. ニューマン看護論による病いの体験の意味理解と看護の可能性.東京
女子医科大学看護学部紀要， 2. 51・56[資料]

日沼千尋、木村しづ江:小児循環器学会看護セッションにおける研究の成果と課題. 東
京女子医大看護学部紀要， 2. 45-50 [資料]

日沼千尋、児玉千代子、中村由美子、大木伸子、大矢智子、演中喜代:手術を受ける小児
の入院環境と術前オリエンテーションの実態.日本小児看護学会誌. 18 (2). 118・125[研
究報告]

虞嶋朋子:心筋梗塞患者の心理と活動への看護介入評価方法に関する研究.千葉看護学会
誌， 5 (2)，1・6[原著論文]

学会発表
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1月
金井 Pak雅子;授業におけるマルチメディアの活用.厚生省看護教員養成，東京[その他]

白戸幸子、佐藤紀子他:救急外来に胸部症状で電話をかけてきた事例の看護判断とその妥
当性.第 26回日本集中治療医学会， 71，千葉[一般講演]

2月
大堀洋子、佐藤紀子他:乳がん術後に化学療法を受けている患者の気持ちの変化と対処行
動一外来でのインタビ、ューを通してー.第l3回日本がん看護学会学術集会講演集， 48， 
第 13回日本がん看護学会，東京[一般講演]

小野田智恵子、佐藤紀子他:がん患者の全人的痛みを理解するためにーアセスメント用紙
を用いて一.第 13回日本がん看護学会学術集会講演集， 48，第 13回日本がん看護学会，
東京[一般講演]

金井 Pak雅子:看護経済.福岡県看護協会主催看護研修会，福岡[その他]

金井 Pak雅子:看護職の展望 ILOと看護一.福岡県看護協会主催研修会，福岡[その
他]

金井 Pak雅子:リーダーシップ.横浜労災病院看護部研修会，横浜[その他]

金井 Pak雅子:新卒者研修.東京医科歯科大学医学部附属病院看護部主催新卒者研修会，
東京[その他]

佐藤紀子:看護管理.厚生省看護研究研修センター教員養成コース，東京[指定講演]

佐藤紀子:リーダーシップ研修.茨城県看護協会，茨城[指定講演]

高橋ハマ子、佐藤紀子他:病名を告げた進行がん患者の心のありょうを知る.第 13回日
本がん看護学会学術集会講演集， 48，第 13回日本がん看護学会，東京[一般講演]

3月
片桐展子、片桐康雄:イソアワモチ背眼のレンズ細胞の光受容細胞としての特徴と感光性
色素蛋白質の局在.解剖誌， 74，1，66，第 104回日本解剖学会総会，東京[一般講演]

金井 Pak雅子:ILOと看護.兵庫県看護協会主催研修会，神戸[その他]

金井 Pak雅子:臨床にて研究を推進するために.大田原赤十字病院看護部主催講演会，栃
木[その他]

金井 Pak雅子:看護と経済.東京医科歯科大学医学部附属病院看護部主催研修会，東京[そ
の他]

佐藤紀子:リーダーシップ研修.武蔵野赤十字病院研修会，東京[指定講演]

李節子、キャロリンスティーブンス:Migrant Matema1 ans Child J-Iealth 
Intemationalization in Japan， JAPAN Anthropology Workshop [一般講演]

4月

Care and 

樺津一之、細井良三、金井 Pak雅子他 3名:マルチメディアによる看護アセスメントシス
テム.第 38回日本 ME学会大会，仙台[一般講演]

李節子:在留資格のない児の生命はどこまで保障されているのか.労住医連連続講座「滞
日外国人の医療保障は今J[指定講演]

李節子:在日外国人の母子保健の課題と展望.財団法人とよなか国際交流協会主催スーパ
ーパネノレデ、イスカッション[指定講演]

5月
飯島治之、串田弘:光学顕微鏡用染色のみによる準超薄切片における光学顕微鏡と電子顕
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微鏡との対比観察.電子顕微鏡， 35， suppl. 381，日本電子顕微鏡学会第 55回学術講演会，
名古屋[一般講演]

Katagiri Nobuko， Katagiri Yasuo， Shimatani Yuichi: Arrangement of microtubules in the outer 
segment in the hyperpolarizing ciliary-type photoreceptors in the dorsal eye of Onchidium 
(Mol1usca， Gastropoda). Invest Ophthahnol -Vis Sci，-40， 4， S615， ARVO(Associatio!l for 
Rese~ch in Vision" and Ophthalmology) 1999 Annual Meeting， Faut Lauderdale (USA) [一般
講演]

片桐展子、重松康秀、島谷祐一、片桐康雄:三次元画像再構成システム OZ・95によるイ
ソアワモチ背眼の繊毛型光受容細胞外節と繊毛内微小管の立体再構築.電子顕微鏡， 35， 
suppl. 264，日本電子顕微鏡学会第 55回学術講演会，名古尾[一般講演]

川添由紀，田中美恵子，根岸理加，菅原とよ子，若狭紅子:精神障害者の恋愛・結婚・性
の悩みと看護援助の特徴.第9阿日本精神保健看護学会学術集会抄録集， 21・22，第 9回
日本精神保健看護学会学術集会，東京[一般講演]

久米美代子、溝手宗昭:新生児心拍変動の解析.第 38同日本 ME学会抄録集，仙台[一
般講演]

斎藤真、村本淳子、金津トシ子、津井映美、鈴木玲子、園津尚子、岡本恵里:血圧測定時
の看護婦の眼球運動特性.日本人間工学会誌，第35巻特別号1， 126，日本人間工学会第40
回大会，名古屋[一般講演]

佐藤紀子:ベナー看護論.東京都看護協会研修会，東京[指定講演]

露木敏勝、高島武雄、奥山邦人、飯田嘉宏:自由粒子層による沸騰伝熱の高性能化に関す
る研究.第 36回日本伝熱シンポジウム講演論文集， 103・104，日本伝熱学会，熊本 [一
般講演]

本田芳香:在宅痴呆高齢者の生活活性化に関する調査研究.第 41回日本老年社会科学学
会抄録集， 56，第41回日本老年社会科学学会，京都[一般講演]

李節子:在日外国人の母子保健一日本に生きる世界の母とチ.大阪市外国人協議会平成 11
年度全体集会記念講演[指定講演]

6月
曾田信子、諏訪さゆり、瀧断子、吉尾千世子、水野敏子、久田満、渡漫弘美:老年者のセ
クシャリティー看護学生の態度と関連要因一.第 10回東京女子医科大学加齢研究会，東京
[一般講演]

遠藤和子:食事介助体験が看護学生の食生活観に与える影響.第 14回日本保健医療行動
科学会大会講演集 41， 日本保健医療行動科学会，東京[ 般講演]

尾岸恵三子、遠藤和子:看護学生の食行動に与える母親の影響一食 EGOを用いてへ第 14
回日本保健医療行動科学会大会抄録集， 40， 日本保健医療行動科学会，東京[一般講演]

金井 Pak雅子、上泉和子他6名:看護必要度導入に関する環境とその整備一看護管理者へ
のインタビューを通して第49回日本病院学会，札幌[一般講演]

金井Pak雅子:診療報酬と看護の評価. 日本看護協会主催看護管理者セカンドレベルコー
ス，清瀬[その他]

金井Pak雅子:アメリカでの看護体験から.社会保険看護専門学校副校長・教務部長研修
会，東京[その他]

金井Pak雅子:リーダーシップとメンバーシップ.国立東宇都宮病院看護部主催研修会，
宇都宮[その他]

佐藤紀子:看護論ーベナー静岡県看護協会主催「認定看護管理者セカンドレベル研修
会J，静岡[指定講演]
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諏訪さゆり、曾田信子、瀧断子、吉尾千世子、水野敏子、渡遁弘美:食事サービスを利用
する高齢者の実態.第 10回東京女子医科大学加齢研究会，東京[ 般講演]

田中美恵子:看護人(かんごびと)のできるリハビリテーションー訪問看護一.
神医療教育研究所内精神看護卒後教育研究室主催・精神看護卒後教育セミナー，
の他]

長谷川精
東京[そ

松藤凡、片山正夫、本山和子、安藤美帆子、片庭明子、荒木宙子、横山由美、平林優子、
川口千鶴:Day Surgeryにおける Parent-PresentInductionの利点と問題点.日本小児外科
子会雑誌， 35{3)， 123，第36回日本小児外科学会，仙台[シンポ等]

水野敏子、寺町優子、曾田信子、佐藤紀子、若狭紅子、尾岸恵三子，西国文子:A-CハYハ。
λ術を受ける患者の生物行動に関する日米比較研究.平成 11年度至誠会総会(岡本糸枝学
術研究助成金による成果報告会)，東京[その他]

細井良三、金井 Pak雅子他5名:マルチメディア教材ナピゲーション用自然文解析システ
ム.第 15回看護情報システム研究会，東京[一般講演]

本田芳香:尿失禁予防への取り組み-妊婦に対する骨盤底筋訓練指導の効果に関する研究
一.第 12回神経因性勝脱学会抄録集， 34，第 12回神経因性勝脱学会，新潟[一般講演]

李節子:自治労東京主催シンポジウム「国際化・人権・ IN
担当.東京[その他]

JAPANJ のコーディネーター

渡辺弘美:“東京女子医大看護短期大学・メイヨークリニック看護特別セミナ一旅行"に
参加して一医師の立場よりの印象記一.第 10回加齢研究会[その他]

7月
小笠原広実:よりよい看護をめざして一看護過程を展開する力を高めるために東北地
区国立病院・療養所看護者研修会(東北地方医務局研修センター)，仙台[その他]

小笠原広実、守屋治代:看護論(I).静岡県看護協会ファーストレベル研修会，
の他]

浜松[そ

金井 Pak雅子:たのしく取り組もう!看護研究.看護協会横浜第二支部研修会，横浜[そ
の他]

金井Pak雅子:看護管理の概念.横浜市新任婦長研修，横浜[その他]

金井Pak雅子:外来看護の再構築. 日本看護協会研修会，清瀬[その他]

金井Pak雅子:リーダーシップとマネージメント:マネージメント能力開発のために.福
岡県看護協会看護婦卒後研修会看護管理コース，福岡[その他]

川口千鶴、及川都子、平林優子、横山由美、鈴木千衣、石井由美:慢性疾患の子どもを持
つ親が感じている困難や問題. 日本小児看護学会誌， 8 (1)， 82・83，第 9回日本小児看護
学会，静岡[一般講演]

佐藤紀子:看護婦としての成熟とチームにおける役割.
講演]

医学書院主催講演会，長野[指定

津田和美、木村しづ江、米山万里枝:チアノーゼ性心疾患児を持つ母親の resilience育成
能力と変化に関連する要因.第35回日本小児循環器学会抄録集， 48，第35回日本小児循
環器学会，福岡[一般講演]

田中美恵子:事例検討.全国訪問看護事業協会主催平成 11年度訪問看護研修会，東京[そ
の他]

日沼千尋、木村しづ江:小児循環器学会看護セッションにおける研究の成果と課題.第35
回小児循環器学会看護セッション，福岡

若狭紅子:ターミナルケアにおけるストレスへの対応.第 68回ホスピスケア研究会，東
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京[その他]

李節子:在日外国人の母子保健.東京都母子保健サービスセンター研修会[指定講演]

李節子:在日外国人の母子保健.久留米大学医学部看護学科特別講義

若狭紅子、仲里良子、片平好重:リエゾン精神看護ーグループダイナミックスを活用した
看護アプローチ. 日本精神保健看護学会，第9回総会・学術集会プログラム・抄録集， 14 
第9回日本精神保健看護学会，東京[シンポ等]

8月
曾田信子、諏訪さゆり、瀧断子、吉尾千世子、水野敏子:老年期のセクシャリティに対す
る看護学生の態度と関連要因.第30回日本看護学会抄録集， 15，第 30回日本看護学会一
看護教育三重[一般講演]

大下静香、大森武子、矢口みどり:主体的行動姿勢を育てる技術教育の研究.第9回日本
看護学教育学会，東京[一般講演]

片桐展子、片桐康雄、島谷祐一:ミニアワモチ背眼網膜の繊毛型光受容細胞外節内微小管
の配列 三次元画像再構成システム OZ-95による連続薄切切片の立体再構築.つくば視
覚科学フォーラム第3回研究会抄録集， 22，視覚科学フォーラム第3回研究会，つくば[一
般講演]

佐藤紀子:変革理論.神奈川県看護教育大学校看護管理コース，神奈川[指定講演]

高田晃江、佐藤紀子他:院内リーダー研修受講生の役割認識の変化-3回の研修リポート
から読み取る一.第3回日本看護管理学会， 54・56，東京[一般講演]

角舘恭子、佐藤紀子他:患者と共有する看護計画一看護計画開示の有効性の検討一.第 30
回日本看護学会一看護管理一抄録集， 38，第 30回日本看護学会一看護管理一，広島[一
般講演]

豊増佳子、佐藤紀子他:看護管理教育のカリキュラム開発一現行の看護管理カリキュラム
の分析から第3回日本看護管理学会， 54-56，東京[一般講演]

9月
曾田信子、佐藤智江、樋熊夏子、杉崎香菌、高橋静子、成田伊紀、木村暢孝、川越康博:
CABG後運動療法プログラムの使用経験一呼吸筋力と運動耐容能の関係第5回日本
心臓リハビリテーション学会抄録集， 37，第5回日本心臓リハビリテーション学会総会・
学術集会，東京[一般講演]

Ohkuma Mahito， Katgiri Yasuo， Tsuda Motoyuki: Couplig of retinal protein with _GI1R!I ，n~uron 
in cer~bra1 gang1ion of acLdian， Halocynthia roretzi. Z∞1. Sci.， 16，suppl. 91，日本動物学会第70
回総会，山形[一般講演]

小笠原広実:その人のもてる力に注目したケアに向けて一家族への介護体験から.善常会
リハビリテーション病院講演会，名古屋[その他]

小笠原広実:ナイチンゲールの病気観で療養体験を振り返る.山形市立病院済生館高等看
護学院講演会，山形[その他]

小笠原広実、守屋治代:看護論(2).静岡県看護協会ファーストレベル研修会，浜松[そ
の他]

小笠原保子、長井浜江、篠聡子、津田和美、木村桂子、城谷典保、東間紘:HPN患者の
適応と問題点ー在宅における HPN以外の医療処置の現状について一.第 14回在宅静脈栄
養研究会抄録集， 21，第 14回在宅静脈栄養研究会，徳島[一般講演]

Katagiri Nobuko， Katgiri Yasuo， Shimatani Yuichi， Ohkuma Mahito，Chohata Yuichi， Tsuda 
Motoyuki: Localization of rhodopsi，n and retII:lOchrome !n the~tal~ eye ofαlchidium sp. Zool. 
Sci.，16， suppl. 120，日本動物学会第70回総会，山形[一般講演]
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金井Pak雅子:リーダーシップとメンバーシップ.横浜市立港湾病院看護部主催研修会，
横浜[その他]

金井Pak雅子:医療経済一看護の経済評価一.社会保険看護管理者養成コース，船橋[そ
の他]

佐藤紀子:ベナー看護論と看護婦の臨床判断.長野県看護協会主催看護管理者研修セカン
ドレベル，長野[指定講演]

相曽美都子、堀内由賀利、田中恵里子、藤生君江、中野照代、入江晶子、飯田澄美子、菊
池昭江、村津肇子:静岡県西遠地域における家族の状況家族形態を中心に.第 6回日
本家族看護学会集録集， 28，第6回日本家族看護学会，静岡[一般講演]

遠又すみ恵、佐藤紀子他:意図的に行う家族への退院指導一問題共有を目的とした面接を
取り入れて第 30回日本看護学会一地域看護一，大分[一般講演]

中野照代、藤生君江、入江晶子、飯田澄美子、菊池昭江、相曽美都子、堀内由賀利、田中
恵里子、村津杢子:静岡県西遠地域における家族の状況 2;母親職業・家族形態・育児
支援からみた相互依存に対する意識.第6回日本家族看護学会集録集， 29，第6回日本家
族看護学会，静岡[一般講演]

Fukui Yoko: Karyotype of Haliplanella lineata. using Gie!U~a 
Zoological Science 16 -(SuppI)， 39， 日本動物学会第 70回大会，

banding and silver staining. 
山形 I一般講演]

本田芳香:妊婦の尿失禁に対する意識一妊娠中期における面接調査結果一.第 17回東京
母性衛生学会学術集会抄録集， 24，第 17回東京母性衛生学会，横浜[一般講演]

Yam出akiKeiko， Wakasa Ko味 0，Sawada Kazumi， Matsudaira Nob叫(0， Y oneyama Marie， 
ToぅlomasuKeiko : Study on nurses' shift work system. Shi合workIntemational Newsletter，16 
(2人39，XIV Intemational Symposium on Night and Shifu柑ork，Germany 一般講演]

李節子:99自治労東京 自治研集会「バリアをはずしまちの自治を市民の手でJ.全体集
会シンポジウム「市民が創る自治・分権Jシンポジスト「外国籍住民と共に創る豊かな国
際都市:東京J，東京[指定講演]

金井 Pak雅子:Team 
修，東京[その他]

Building. 東京医科歯科大学医学部附属病院看護部主催新採用者研

金井Pak雅子:組織論.労働福祉事業団主催第28回婦長研修，東京[その他]

金井 Pak雅子:リーダーシップ.東京医科歯科大学医学部附属病院看護部主催リーダー研
修，東京[その他]

金井Pak雅子:N1.!fSing Administration， Communication_ 国際看護交流協会主催専門領域研
修，東京[その他]

金井 Pak雅子:看護経営、看護の質の評価. 日本看護協会サードレベル，清瀬[その他]

1 0月
伊東栄子、
(8)， 926， 

高桑雄一:肥満細胞の脱頼粒に伴う protein4.1の細胞質への移行.生化学， 71 
第 72回日本生化学会大会，横浜[一被講演]

小原ひろみ、李節子、中村安秀、小原はるみ、アンサリパン田中、渡辺洋子、佐藤郁夫:
マレーシアに暮らす日本人妻の保健上のニーズ.第 40回日本母性衛生学会，横浜[一般
講演]

小俣友子、佐藤紀子他:入院におけるアメニティ空間を考える一病院食堂 24時間利用状
況実態調査を通して平成 11年度看護研究学会，東京[一般講演]

佐藤紀子:看護婦としての成熟 臨床判断の視点から.大阪大学医学部附属病院看護部，
大阪[指定講演]
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津田和美:乳幼児の病気・入院経験に対する母親に認知的評価H一つらかったこととサポ
ート資源に関する認知的評価一.第46回日本小児保健学会講演集， 776・777，第46回日本
小児保健学会，札幌[一般講演]

員嶋朋子、佐藤麗子:継続看護に必要な看護情報に関する研究.第 30回日本看護学会抄
録集， 12，日本看護学会一看護管理一，広島[一般講演]

吉尾千世子:老年者の看護.秩父市立病院臨床指導者研修会，秩父[その他]

李節子:国際連帯と人権. 自治労東京主催セミナー，東京[その他]

李節子:在日外国人の母子保健.愛知県看護協会主催研修会[指定講演]

李節子:在日外国人の母子保健.大阪大学付属助産婦学校同窓会記念講演講師[指定講演]

渡辺弘美、尾岸恵三子、守屋宮子:看護学生 l年生の食生活に関する考案.第 37回全国
大学健康管理研究学術集会[一般講演]

1 1月
大城修一、川添由紀:作業所内での個別援助からグ、ループを活用した地域における就労援
助まで.日本精神障害者リハビリテーション学会第 7回学術集会プログラム抄録集，
138・139，第7回日本精神障害者リハビリテーション学会発表，東京[一般講演]

片桐展子、寺北明久、島谷祐一、片桐康雄:イソアワモチ類背眼のレンズを構成する細胞
の光受容細胞としての特徴と感光性蛋白質の局在.第 6回日本光生物協会講演会講演要
旨集， 37，第6回日本光生物協会講演会，兵庫[一般講演]

金井 Pak雅子:アメリカにおける看護の現状と看護管理.
ル，東京[その他]

東京都看護協会セカンドレベ

金井Pak雅子:しなやかな人間関係. 自治体病院婦長研修，宇都宮[その他]

金井Pak雅子:リーダーシップ研修.国立療養所東宇都宮病院，宇都宮[その他]

佐藤紀子:臨床看護実践能力の評価と適用一臨床判断の視点から第 13回日本手術看
護学会教育講演，千葉[指定講演]

諏訪さゆり、吉尾千世子、瀧断子:痴呆性老人の言動の意味の分析.第4回日本老年看護
学会， 84，第4回日本老年看護学会，松本[一般講演]

細井良三、金井 Pak雅子他:自然言語によるナピゲーションシステム
連合大会学術集会，横浜[一般講演]

第 19回医療情報

若狭紅子:専門看護師の意義とリエゾン精神看護師の役割.群馬県婦長協議会・県庁保健
福祉医務課共催研修会，群馬[その他]

渡辺弘美、竹宮敏子、渡辺雅幸:加速度脈波よりみた、 90歳以上の超高齢者の加齢に伴
う動脈硬化と機能的血管変化の検討.第 52回日本自律神経学会[一般講演]

渡辺弘美、竹宮敏子:r不眠Jに対する、医師・看護職者の対応一実態調査をもとに .第
15回不眠研究会[一般講演]

1 2月
小笠原広実:対象のみつめ方が変わると看護が変わる.看護科学研究会宮崎研修会(宮崎
県立看護大学)，宮崎[その他]

尾岸恵三子、寺町優子、佐藤紀子:“安楽"その効果的な看護実践について一第 2報一.
第 19回日本看護科学学会， 440・441，第 19回日本看護科学学会学術集会，静岡[一般演
題]

金井Pak雅子:病院の再編をめざして.看護必要度日本看護協会研修，清瀬[その他]
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金谷由美、佐藤紀子他 :rカラーユニフォームの選択・着用」に関する看護婦の意識調査，
第3回東京保健科学学会学術集会，東京[一般講演]

河口真奈美、金井 Pak雅子他 8名:r看護管理」教育内容に関するデルファイ調査.第 19
回日本看護科学学会学術集会講演集， 528・529，第 19回日本看護科学学会，静岡[一般講
演]

津田和美、小笠原保子、長井浜江、篠聡子、猪熊京子:在宅医療支援・推進部の看護活動
の実態一実働時間調査一.第24回東京女子医大病院看護研究，第 24回東京女子医大病院
看護研究発表会，東京[一般講演]

成田康子、金井 Pak雅子他 4名:看護必要度評価への患者自己評価導入について.第 19
回日本看護科学学会学術集会講演集， 534-535，第 19回日本看護科学学会学術集会，静岡
[一般講演]

その他

1月
金井 Pak雅子:医療保険制度 DRGIPPS.Nursing Today， 14 (1)， 15 [その他]

田中美恵子:フィンランドの地域精神保健サービス(その 1) .精神科看護， 26 (1)， 66・67
[学術関連]

2月
白井よし子、川添由紀:“地域社会に根づく共同作業所"を目指して連携する.看護， 51 (2)， 
77・79[学術関連]

田中美恵子 :フィンランドの地域精神保健サービス(終).精神科看護， 26(2)， 66・67[学
術関連]

3月
寺町優子:名医が答えるメジカノレネット一心筋梗塞一負担を軽くする「入浴 5ヶ条J.週
刊朝日， 120 [その他]

寺町優子:シャワーとお風呂とどっちがいいの. TB Sラジオ，東京[その他]

4月
遠藤和子 rAndrew S.T.Macregor他 EJicitingthe views of children about health in 
schools through the use of the draw and write technique， Health Promotion Intemational 13， 4， 
307・318(J 998) J文献紹介.学校給食， May. 39 [その他]

寺町優子:どさんこワイドーお風呂のすすめ.サッポロTV，札幌[その他]

6月
金子異理子:がん患者苦悩尺度について.財団法人癌研究会附属病院[一般講演]

高嶋妙子、金井 Pak雅子他 2名:看護必要度をどのように評価するか座談会 Nursing
Today， 14(7)， 25・30[学術関連]

9月
諏訪茂樹、大谷佳子:老人・障害者の心理，精神保健介護福祉士受験ワークブック 2000 
上J(社会・介護福祉士受験ワークブック編集委員会編); 7・31，67・86，中央法規出版[そ
の他]

諏訪茂樹、大谷佳子:心理学. ["社会福祉士受験ワークブック 2000上J(社会・介護福
祉士受験ワークブック編集委員会編); 39・69，中央法規出版[その他]

10月
井上智子、金子虞理子、羽山由美子:座談会 認知療法をどう看護にし、かすか.こころの
看護学， 111-116 [学術関連]
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李節子:東京の赤ちゃん国際化急ピッチ.朝日新聞夕刊[その他]

1 1月
李節子:進む赤ちゃんの国際化. 文化放送[その他]

1 2月
川添由紀:WFMHチリ大会に参加して
[その他]

日本精神保健看護学会ニュースレター第 27号
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東京女子医科大学看護学部紀要規程

(平成 10年 4月 1日制定)

第 l条 東京女子医科大学看護学部(以下本学部という)は、研究業績を発表する

ための学術論文集を発行する。

第2条 この学術論文集の名称は、東京女子医科大学看護学部紀要(以下紀要とい

う)とする。

第3条 紀要の刊行回数は、年1回とし、原則として毎年11月1日以降12月末日まで

の期間に発行する。

第4条 紀要に掲載する論文は研究原著・調査・資料・総説・ケーススタデイ・評

論・その他とし、未発表のものに限る。

第5条 紀要の投稿資格は本学部、本学短期大学、本学看護専門学校の専任教員お

上び非常勤教員・本学附属病院看護職員・卒業生お上び在学生とする。

ただし、卒業生および在学生の場合は、本学部の専任教員を経て投稿しな

ければならない

第6条 紀要の編集・発行は、紀要委員会が行う 。

第7条 紀要委員会の構成は、教授・助教授・講師・助手から各1名、計4名とし、

教授が委員長となる。その任期は、会計年度2カ年とし、再任を妨げない。

第8条 掲載論文の審査は、当該専門科目の教授が行う 。

ただし、必要に応じて、他の専門科目の教授および助教授を加えることが

できる。

第9条 紀要委員会は、企画全体に照らして疑義のあるときは、論文掲載の拒否ま

たは内容の再検討を求めることができる 。

第 10条 応募論文の様式その他については別に定める。
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東京女子医科大学看護学部紀要投稿規程

l.論文の種類
1)論文の種類は、原著・総説・資料・ケーススタディ・評論・その他とし、著者は、原
稿にそのし、ずれかを明記するものとする。
2)投稿論文は未発表のものに限る。
2.投稿論文の l編は論文の種類を問わず図および表を含めて下記の枚数内にとどめるこ
ととする。
原著 l編 30枚
総説 l編 25枚
資料 l編 25枚
トススタテ手イ l編 25枚
評論 l編 25枚
その他 l編 20枚
但し、英文論文の場合は、 A4判ダブeルスペースで、 20枚以内とする。

3.執筆要領
1)原稿は、 A4半u横書き (20字x20行)とし、ワープロによる記載を原則とする。場
合に上っては 400字詰め原稿用紙にペン書き(青または黒)をも可とする。ワープ口
の場合は、できるだけテキストファイルに入力し、原稿提出の際に使用ワープロ機種
名・ソフト名を記入したフロ ッピー・ディスクも一緒に提出する。
2)論文は正 l部、首J(コピー)2部を提出する。
3)論文には表紙をつけ、論文題名、英文題名(すべて大文字)、著者名(ローマ字とも)、
所属機関名(英文名とも)、図、表および写真などの数、希望する原稿の種類、投稿
者の連絡先(住所・電話(fax)番号)を記入する。
4)論文には、 400字程度の和文要旨と 250語以内の英文要旨を添え、日本語および英語
のキーワードを各4語ずつ加える。
5)外来語はカタカナで、外国人名、適当な日本語訳がない術語などは原則として活字体
の原綴りで書く。
6)略語は初出時に正式用語またはスペルを記載する。
7)度量衡の単位、記号は、国際単位系 (SI)を原則とする。
8)図、表および写真は、図 1、表 1、写真 1等の番号をつけ、本文とは別に一括し、本
文の原稿の右欄外にそれぞれの挿入希望位置を指定する。
9)文献は引用文献のみとし、下記のよ うにする。参考文献は記載しない。
(1)本文の引用箇所の肩に、1)、I)~ 4)など番号で示し、本文の最後に引用番号
順に一括して記載する。
(2)著者は3名まで記載する。外国人名は姓名の順とする。
(3)各記載方法は以下のようにする。
①雑誌の場合:著者名:論文題名.雑誌名、巻(号)、頁一頁、発行年次(西暦). 
②単行書の場合:編著者名:書名(版).頁一頁、発行所、発行年次(西暦). 
③訳本の場合:原著者名:書名(版).発行年次、訳者名、書名、頁一頁、発行所、

発行年次(西暦). 
4. 著者校正
著者校正は再校までとする。但し、校正の際の加筆は認めない。
5.著者が負担すべき費用
1)別刷料:別刷は 30部まで無料で呈する。30部を越える部数については実費負担とす
る。
2)規定の枚数を超過した原稿、図表等、印刷上特別な費用を必要とした場合は、その分
につき実費負担とする。
6.原稿の提出先
〒162・8666 東京都新宿区河田町8-1
東京女子医科大学看護学部 紀要委員会

7.原稿の締切
原稿の締切は毎年9月 12日(必着)とする。

附貝iJ:この規程は、平成 10年6月5日から施行する。
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編集後記

東京女子医科大学が創立百周年を迎えるお目出度い本年、看護学部は開設満3年を迎

えようとしています。三つ子の魂、伺とやらと申レますが、紀要を男る限り、看護学部は

すくすくと満3歳のお誕生日を迎えようとレているようです。次号にちますますたくさん

のご投稿をいただきますよう、 J~\よりお願い申レ上げます。(田中〉

紀要編集のまっ只中のこの時期は、アスフアルトに木の葉が舞い散る季節と重なります。

紀要は着実に歩みを進めていますが、都会の枯れ葉の行く末は。間もなく迎える21世紀

に、私たちはどのように自然と共葎レているのでしょう。〈瀧〉

今年、外国産の大型力ブトムシなどの輸入が解禁されました。子どちたちにとっては嬉

しい話ですが、生態系や公衆衛生の観点からみると問題がありそうです。地球温暖化によ

りハマダラカの生息域が拡大し、マラリアの本土上陸の可能性ち示唆されており、私たち

の体験レたことのない見慣れぬ疾患の流行が危慎されます。したがって、私たちにとって

インターネットなどを活用レたグローバルな医療情報への対応が必要と考えられます。

〈飯島〉

原稿ち教員業績ちますます充実レ、厚くなってていく紀要にワクワクしながらの作業で

レた。来る21世紀ち看護学部の発展とともに充実レた紀要が発行できますよう祈ってい

ます。(江波戸〉

紀要委員会

委員長:田中美恵子

委員:瀧 断子

飯島治之

江波戸利子
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